
ドクターヘリの全国展開における「飛行円」の範囲算定について

項　　目 単位
機 備　　　　　考　　種

ＭＤ９０２ ＢＫ１１７Ｃ２

A 最大全備重量 kg ２８４０ ３５８５

B 運用時の搭載可能重量 kg ２６９９ ３３９１．５ ドクターヘリの離着陸場所周辺の障害物などを考慮

C 機体重量（標準） kg １８２０ ２１３８ ストレッチャーなどを含む

D ＥＭＳ装備 kg ７０ ７０ 医療用機器、ドクターズバックなど

E 搭載人員 kg（人） ４２０（２＋４） ４９０（２＋５） ７０ｋｇ／人で算定

F 搭載可能燃料量 kg ３８９ ６９３．５  =B-(C+D+E)

G 予備燃料量 kg（分） ８５．２（２５） ９０（２５） （注１）

H 使用可能燃料量 kg ３０３．８ ６０３．５  =F-G

J 飛行可能時間 分 １＋２５ ２＋４０

K 航続可能距離 km ２８８．５ ５４２  =J×110kt（≒２０３．７km/h）

運用範囲の半径 km １３０～１４０ ２６０～２７０ （注２）

（算定時の前提事項）
１．外気温度　　２０℃
２．気圧高度　　１０００ｆｔ（約３３０m）
３．離着陸する場所は平地

（注）
１．航空運送事業のヘリコプター（有視界飛行）の予備燃料：２０分＋飛行時間の１０％相当分
２．救急現場へ立ち寄った後に受入先医療機関へ向かうことを想定し、単純な往復よりも若干の余裕を見込んでいる。
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